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training  to  reach  the  end  （the  Good）,  and  the  third  stage  for  Plato  is  not  merely  a  formal  
explanation.  He  also  knows  the  pain  and  difficulty  of  philosophy,  which  is  suggested  
everywhere  in  the  metaphor.  Not  only  is  the  light  painful,  but  moral  philosophy,  too.  
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The Black Princeにおける芸術観と物語構造の関わり 
─ポリフォニーとメタフィクションの観点から─  

祢　木　雅　哉

私が修士論文で取り上げた The  Black  Princeにおいて、最初の語り手とは異なる語り手が登場する点
が特徴的であると言える。その点からこの作品を見ると、登場人物たちの言葉は他者から意識されている
ため、一つの言語の中に異なった対立する意味があると考察した  Heuselの論について注目した。本論文
では彼女が考察していない点から、どのような相互作用をもたらしているのかを深堀りし、Murdochの
芸術観がどのように描かれているのかを明らかにすることを目的にしている。
第1章では、研究の手法として取り扱ったポリフォニーやメタフィクションという用語の解説や、研
究対象にした作品の構造との関わりについて簡単に説明している。上記で述べた語り手の一人である
Bradleyの手記が批判されることから、物語が虚構であるというメタフィクションの指摘や、そこに  
Mikhail  Mikhailovich  Bakhtinの考える言葉の意味の複数性（ポリフォニー）といった指摘が出来るので
はないかと考えた。
第2章では、この作品における Bradleyの手記と他の登場人物たちの手記との関係性について、外部構
造と名付け、その相互作用を論じた。彼の手記に現れた人物たちが、その内容は事実ではないと批判す
る。特に、その一人である Rachelと Bradleyとの語り方の特徴について比較してみると、前者は説得性
を損なおうとしているもの、後者は説得性を保とうとするものとして考えることが出来、真実は何かと
いう問題が説得性の問題になっていることを指摘した。その他の執筆者も Bradleyの手記の内容を批判し
ているが、信憑性のある発言をしているわけではない。最後に Bradleyを擁護した人物である Loxiasは、
Bradleyの手記の中に真実があるという旨の発言を行う。それが、読者を再びこの作品 The  Black  Prince
を最初から読むことに誘導するため、この物語が循環構造になっており、真実が何かということがわから
ない構造になっていることを明らかにした。
第3章では、Bradleyの手記、これを内部構造と名付け、その中で Bradleyや Julianが Hamletを取り
上げている場面から、相対化作用がどのようなものかを論じた。Hamletについて彼らが言及している箇
所は二つあり、前者は Bradleyが Julianに Hamletを講義している場面、後者は Julianが Hamletの黒い
衣装を纏い、Bradleyに披露する場面である。両者から、Bradleyは、Hamletに見られるような、自身や
身の回りの環境の不安定さ、言葉の意味の相対化に影響を受けているのではないかと指摘した。その後、
Bradleyは友人 Arnoldを殺した疑いで尋問されている時も、さながら道化のような振舞いをする。Julian
との性行為後、Murdochが考えるような道徳や創造性を得て、Bradleyはこれまで躊躇していた物語執筆
が出来ることを直感する。Julianと性行為するまで取っていた自分自身が精神的に傷つくことを恐れるよ
うな態度から変化が感じられ、自分の価値の相対化作用によるものだということを明らかにした。
2章と3章の内容を整理すると、内部構造の手記において相対化作用は、Bradleyに物語執筆の大きな要
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因を与えたが、皮肉なことに外部構造において、その手記は他者に批判され、循環構造を生み出すこと
から作品全体において真実を伝達することが出来ないのである。Bradleyの手記を滑稽だと馬鹿にする
Rachelに対して、編集者 Loxiasは Bradleyの滑稽さを肯定している。この Loxiasの発言から、何が真実
かを特定することが困難な世界に身を置き、複雑な現実世界を示すきっかけになった Bradleyを肯定して
いると考えられる。そのような彼の行動から判断すると、彼女の芸術観は、複数の意味を持つ言葉がもた
らす登場人物たちの相互作用を描き出すことによって、より複雑な現実世界を描こうとするものであると
考えられる。
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PERFECT  MURDOCH:   
WIM  WENDERS’S  LATEST  CINEMATIC  VISION   

AS  REITERATION  OF  MURDOCHIAN  IDEAS  AND  
IDEALS

Paul  Hullah

This  new  paper  introduces  and  attempts  to  elucidate,  explain,  and  extrapolate  some  
nuanced  and  meaningful  ways  in  which  Wim  Wenders’s  award-winning  2023  film  Perfect  
Days,  a  gently  engaging  study  of  the  unspectacular  daily  activities  of  an  unassuming,  
taciturn  Tokyo  toilet  cleaner,  aligns  with  and,  both  literally  and  figuratively,  reiterates  and  
reinforces  some  cornerstone  elements  of  Iris  Murdoch’s  moral  philosophy.  

In  particular,  I  argue,  the  film  skilfully  and  poignantly  dramatizes  Murdoch’s  concepts  
of  unselfing  and  the  human（ist）  quest  to  identify  and  emulate  ‘goodness’  in  our  （in  the  
movie’s  case,  literally）  faecal  （I  want  to  say  ‘shitty’;  Iris  might  have  preferred  ‘messy’）  
messed-up  modern  life.

In  doing  so,  Wenders’s  film  can,  in  turn,  function  as  a  useful  conduit  to  the  
comprehension  of  revealing  similarities  （be  they  conscious  or  unconscious）  between  the  
early  British  Romantic  ideals  and  Japanese  Zen  psycho-philosophy  that  sit  seamlessly  in  
much  of  Murdoch’s  work.  I  select  some  specific  instances  of  these  intertextual  intercultural  
correlations  in  order  to  clarify  and  amplify  this  aspect  of  the  heightened  significance  the  
movie  might  have  to  a  viewer  interested  in  Murdoch’s  work.

In  pursuit  of  this,  by  referring  to  a  selection  of  Murdoch’s  published  and  unpublished  
poems,  her  novels,  and  philosophical  writings,  I  necessarily  dwell  upon  Murdoch’s  moral  
philosophical  idea  of  unselfing,  the  moral  process  by  which  an  individual,  piercing  the  
resistant  ego,  shifts  attention  away  from  self-centred  concerns  toward  a  clearer  vision:  a  
more  objective  and  truthful  apprehension  of  reality.  This,  Murdoch  often  linked  with  an  
appreciation  of  beauty,  nature,  or  art  （including  music  and  song,  as  judiciously  used  in  
Wenders’s  understated  narrative）:  a  secular  modern  morality  with  love  at  its  centre  is  
thereby  and  consequently  discovered  rather  than  created.  Goodness,  in  Murdoch’s  view,  


